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はじめに

　現在，多くの大学・短期大学・各種学校で「日本語表現法」「文章表現」「国語」などの
科目が開講されている。それは，学校生活のみならず，卒業後の社会生活において，「書く」
「話す」「伝える」という日本語によるコミュニケーション能力がきわめて重要だからであ
る。
　本書の前身ともいえる『日本語表現法　―書く技術・話す技術―』を編集，出版したの
は，平成 17（2005）年 10 月のことである。多くの大学・短期大学などで，教科書として採
用していただいた。本書は，そのテキストの内容を一部踏襲しつつ，現在にふさわしい内
容に全面的に改訂したものである。
　本書は４部構成である。１章から８章は〈基礎的国語能力〉で，文章作成や話し言葉ま
で社会生活全般における基本的日本語能力を養成することを目的としている。９章から12
章は〈書く技法〉で，レポート・小論文・論文の作成について学ぶ。13 章から 16 章では，
敬語中心に対人関係を円滑にするための〈話す技法〉を学ぶ。17 章から 20 章の〈伝える
技法〉では，手紙文や通信文など文書による伝達技術を習得する。
　また，本書の大きな特色は，大学生活で必要な分野と社会生活一般やビジネス分野で活
用できる分野以外に，教員や保育士を目指す人たちのために，16 章と 20 章を「学校・保
育現場」における日本語表現技法の章とした点である。これは，昨今，保育士や幼稚園教
諭を目指す大学・短期大学の学科が増加しており，そうした学科でも活用できるテキスト
が強く要請されている現状をふまえてのことである。
　講義や演習の担当者は，それぞれの大学・短期大学などの学科の目的や学生の進路にあ
わせて，自由に学ぶべき章やその順序を選択して本書を利用していただきたいと思う。
　高度情報化時代と呼ばれる時代も成熟期にはいり，大学や短期大学では，より実践的で
社会生活や職業生活に直結した学修がますます求められるようになった。こうした時代に
ふさわしい日本語表現能力を，多くの人が本書によって学ばれることを願っている。
　最後に，本書の出版に際し多大なご尽力をたまわった，株式会社樹村房の大塚栄一社長
に心より感謝申し上げる。

　　2012 年 12 月
執筆者を代表して　

西尾　宣明　
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　文章は，その目的や性質から，たとえば，つぎのように分類することができる。文を読
むときだけではなく，書く場合も，どのようなジャンル（種類）の文章なのかを意識して
書くことが大切である。

（１）文章の種類（ジャンル）

①　日記……………日々の出来事や感想などを書いた記録。個人的記録や備忘録。
②　随筆……………心のおもむくままに自由に記した文。エッセイ。
③　紀行文…………旅行の記事，記録。文学ジャンルの一つにも数えられる。
④　小説……………作者の想像力により創作された散文体文学。近代以降のものを指す。
⑤　詩歌……………詩・俳句・和歌など叙情的文学の総称。広義には歌謡なども含む。
⑥　報告文…………ある事柄を相手に知らせるための文。新聞の記事やレポートなども
　　　　　　　　　これの一つであると考えてよい。
⑦　論説文…………物事の説明や是非について，論理を用いて考察や意見を述べた文。
　　　　　　　　　研究対象を定めて学術的に論を展開した文章を，とくに論文という。
⑧　手紙文…………用件や近況などを伝えるために相手に送る文書。
⑨　ビジネス文書…会社などで業務処理などのために用いる，定まった書式の文書。
⑩　コピー…………商業的目的をもった広告文。（copy：写し，複製，広告文案・文章）

（２）名文に親しむ

　文章力を向上させるためには，多くの人に親しまれてきた「名文」を音読することが有
効である。それは，「名文」がもつ表現のリズムや言葉の豊かさを自然と身につけること
ができるからである。くり返し「声」に出して読み，「暗誦」できるようになりたい。

　つぎの①〜⑫の文章は，それぞれ（１）のどの種類（ジャンル）にあたるものですか。
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また，著名な文学作品などについては，作者や作品名も答えなさい。

①　月日は百代の過
か

客
かく

にして，行
ゆき

かふ年も又旅人也
なり

。舟の上に生涯をうかべ，馬の口とら
へて老

おひ

をむかふるものは，日々旅にして旅をすみかとす。古人も多く旅に死せるあり。
②　４月８日（日）　晴れ　今日は入学式。私も大学生としての第一歩を踏み出した。正
門の桜がとても美しかった。私の大学では卒業後の進路につながるような，実践的な学
問ができそうだ。本当にガンバロウと思う。

③　憶
おく

良
ら

らは　今は罷
まか

らむ　子泣くらむ　それその母も　吾
わ

を待つらむそ
④　疲れた時，ほっと一息。日本の心に出逢う時。○○○のこんぶ茶。
⑤　小さい頃は神さまがいて　不思議に夢をかなえてくれた　やさしい気持で目覚めた朝
は　おとなになっても奇蹟はおこるよ……目にうつる全てのことはメッセージ

⑥　社会学的フィールドワークの目的は，自分たちがどんな場所でどのように生きている
のかという自己イメージの獲得にある。この点で，自分とは違う別の場所に生きている
人たちのことを知ろうとする文化人類学的ないし民俗学的なフィールドワークとは違う。

⑦　日本の私製絵はがき第１号として作られた「二少年シャボン玉を吹く図」とみられる
使用済み絵はがきが，東京の収集家によって発見された。1900（明治33）年 10 月に私製
の絵はがきの発行が許可され，同月発行の少年雑誌「今世少年」の付録として作られた
もの。現在では絵柄そのものがわからない「幻」の存在だが，消印などから本物と判断
できるという。

⑧　文書 51 号　平成 17 年９月１日（木）　大阪出版　高田茂夫様　……　記　日時　平
成 17 年９月 14 日（水）　場所　市役所第５会議室　議題　日本語能力の向上について
……　担当　総務課　小山　01–234–5678
⑨　ワタシは，あなたの声で　魔法のランプになります　こんなに近い距離で，いつも一
緒にいるのだから。ワタシとあなたの間で，もう「入力」や「キー操作」なんて水くさ
いと思うのです。……ワタシの名前は ｢○○○○○○｣

⑩　国境の長いトンネルを抜けると雪国であった。夜の底が白くなった。信号所に汽車が
止まった。向側の座席から娘が立って来て，島村の前のガラス窓を落した。雪の冷気が
流れこんだ。

⑪　拝啓　春暖の候　ますますご健勝のこととお慶び申し上げます　さて先日はご多忙の
ところご足労たまわり心より感謝申し上げます……時節柄くれぐれもご自愛くださいま
せ　かしこ

⑫　つれづれなるままに，日くらし硯
すずり

に向かひて，心にうつりゆくよしなし事を，そこは
かとなく書きつくれば，あやしうこそものぐるほしけれ。

10 第１章　さまざまな文章
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　課題文を音読してみよう。（評価は，◎たいへんよい　○よい　△がんばろう）
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る
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は
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問
題
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は
な
い
。
死
ん
で
お
詫わ

び
、

な
ど
と
気
の
い
い
こ
と
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言
っ
て
お

ら
れ
ぬ
。
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、
信
頼
に
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く

い
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
い
ま
は
た
だ
そ
の
一

事
だ
。
走
れ
！　

メ
ロ
ス
。

JUMP❶JUMP❶
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　　　　　　　年
　　　月　　　日

学年 学籍番号 氏名 評価

第１章　さまざまな文章

作家『作品』名
（わかるもののみ）

作家『作品』名
（わかるもののみ）

文章の
ジャンル名

文章の
ジャンル名

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

『風の又三郎』
 宮澤賢治

『汚れつちまつた悲しみに……』
 中原中也

『走れメロス』
 太宰　治

STEP❶STEP❶

JUMP❶JUMP❶

３回目２回目１回目
評
価

３回目２回目１回目
評
価

３回目２回目１回目
評
価



　原稿用紙を用いて文章を作成するときには，いくつかの約束事がある。提出先によって
違いはあるが，ここでは，標準的な用法を記しておく。（１）〜（３）までは，縦書き・
横書きに共通するものである。

（１）題名と氏名

　題名（タイトル）は，２行目の３（４）マス目から書く。やや大きめの文字で書くのが
よい。
　副題（サブ・タイトル）は，あってもなくてもよいが，文章の主旨をよりはっきりとさ
せるために必要な場合に用いる。副題は，題名のつぎの行に，題名より１マス下げて（４
あるいは５マス目）から書く。副題には，はじめと終わりに棒線（――）を付す。
　氏名は，題名あるいは副題のつぎの行に書く。その行の最後の１マスがあくように，バ
ランスよく記す。姓と名の間を１マスあけたり，１マスずつ間をあけて書いてもよい。

（２）書きはじめと段落など

　氏名のつぎの１行をあけて書きはじめる。段落のはじめは１マスあける。文章の内容や
構成を考えて，段落分けをすることが必要である。
　比較的長い文章の場合は，章や節に分け，それぞれに題名を付けることもある。その場合，
章や節の前の１行はあけ，章や節の題名には番号を付け，５（６）マス目から書くとよい。
　会話文は，改行して２マス目にカギカッコ（「　」）を付け，全体を１字下げて書く。引
用の場合は，全体に２（３）字下げて，本文と区別する。また，箇条書きも，全体を１字
下げる。

（３）句読点と符号

　句読点や符号は，文字と同じ働きをする。その意味で文字と同様に１マスに１字記すの

《基礎編》一般的な国語能力 13
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